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当

初

予

算

　３月定例会は、３月７日から14日まで開かれ、令和６年度各会計予算、令和５年度補正予算、
津野町介護保険条例の一部を改正する条例についてなどを含む、報告２件、承認３件、町長提
出の議案21件を可決、教育委員会委員の任命に同意して閉会した。
　一般質問には４人の議員が立ち、町の行財政全般にわたり執行部をただした。

一般会計予算歳入構成

町税
4億6622万
（6.2％）

地方交付税
31億9082万
（42.3％）

町債
6億5660万
（8.7％）

国庫支出金
8億2793万
（11.0％）

県支出金
4億203万
（5.3％）

その他
2億7972万
（3.7％）

自主財源
21億7890万
（28.9％）

歳入
75億

3600万

令和６年度　一般会計予算 対前年度　８億8300万円

（13.3％）増

その他
2億5872万
（3.4％）

諸収入
9236万
（1.2％）

繰越金
3000万
（0.4％）

地方税収が不足するた
め標準的な行政運営に
支障をきたす自治体に
対して、一定の基準で
国から交付される税金。

必要な財源を確保
するため、基金
（町の預金）から
繰り入れるお金。

各種事業を実施
するための県か
らの負担金や補
助金。 各種事業を実施

するための国か
らの負担金や補
助金。

道路の開設や公共施設の建設
など、大きな事業を実施する
ときに借りる資金。

（単位　　円）

75億3600万円

75億3600万円

９億3255万円

７億8924万円

１億4331万円

７億7281万円

１億1189万円

13.3%

6.3%

7.0%

2.9%

▲1.5%

3.3%

予算額

特
別
会
計

２億816万円

２億55万円

３億1468万円

３億9802万円

－
－
－
－

予算額

依存財源
53億5710万
（71.1％）

繰入金
13億3160万
（17.7％）

収益的収支

資本的収支

収入

支出

収入

支出

１億355万円

１億230万円

3283万円

5191万円

－
－
－
－

予算額

収益的収支

資本的収支

収入

支出

収入

支出

公営企業会計の予算額

戸別合併処理浄化槽整備事業会計

※令和 6年度から、簡易水道事業特別会計及び

生活環境施設整備特別会計は、「公営企業会計」

に移行しました。
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歳出
75億
3600万

総務費

26億4794万

（35.1％）

民生費
10億7879万
（14.3％）

衛生費
5億8301万
（7.7％）

労働費
1万

（0.0％）

農林水産業費
3億7568万
（5.0％）

商工費
1億1722万
（1.6％）

土木費
8億6385万
（11.5％）

消防費
2億4093万
（3.2％）

教育費
8億9678万
（11.9％）

公債費
6億1258万
（8.1％）

議会活動に要する経費。

農林水産業を振
興するための経
費。

消防施設等の整備に
要する経費。

商工業の振興や観光
事業に要する経費。

災害復旧に要する経費。

社会福祉や児童福
祉、老人福祉など
の経費。

役場庁舎や町営住宅の維
持管理、交通安全対策、
選挙などに要する経費。

町道の改良、維持
管理や県道の改良
事業負担金に要す
る経費。

予防接種や検診
などの保健衛生
やごみ収集など
の経費。

学校教育をはじめ、社会
教育、体育行事の運営に
要する経費。

町債（借入金）
の返済に充て
る経費。

一般会計予算歳出構成

議会費
5621万
（0.7％） 予備費

1000万
（0.1％）

（単位　　円）

こんなところにも使われます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８０万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４０万円

・・・・・・・・・・・・・・１６５０万円

・子育て応援金

・里山環境改善事業

・太陽光発電設備等導入事業

予
算

災害復旧費
5300万
（0.7％）
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人材育成の基盤づくりを推進

行

政

報

告

久寿教育長

探究的な学習、生活、総合的な学習の時間、ICT教育、道徳教育、外国語教

育に重点を置き、地域一帯を学習の場として推進

姫野々・杉ノ川診療所を統合

統合に向け、本年度早期に町内８か所で住民説明会を実施予定統合に向け、本年度早期に町内８か所で住民説明会を実施予定統合に向け、本年度早期に町内８か所で住民説明会を実施予定統合に向け、本年度早期に町内８か所で住民説明会を実施予定
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池田町長

行

政

報

告

人口減少対策を総合的に進める

かわうそ自然公園周辺整備

　　　　　　　　　　　　子育てと交流の拠点として施設をリノベーション

民間事業者の賃貸住宅建設支援制度の創設

　　　　　　　　　　　　民間活力による賃貸住宅整備に支援

住宅耐震化等を強化

住宅耐震補助対象経費を165万円に引き上げ（令和９年度まで）

家具等の転倒防止対策補助金を最大３万円まで増額
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専決処分の報告について（令和５年度杉ノ川分団消防屯所兼避難場所新
築工事請負契約の変更契約の締結について）
　令和５年度杉ノ川分団消防屯所兼避難場所新築工事の変更請負契約の締結について、令和６年１

月 12 日に専決処分したもの。

専決処分の報告について（令和５年度津野町簡易水道監視システム整備
工事請負契約の変更契約の締結について）
　令和５年度津野町簡易水道監視システム整備工事の変更請負契約の締結について、令和６年１月
31日に専決処分したもの。

専決処分の承認について（津野町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について）
　全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部改正に伴い、出産
被保険者に係る産前産後期間の所得割保険料及び被保険者均等割保険料の減額措置を講じるために
所要の改正を行うもの。

専決処分の承認について（津野町手数料徴収条例の一部を改正する条例
について）
　戸籍法の一部改正に伴い、本籍地以外の市区町村で戸籍証明書等の交付請求等ができるようにな
ったため、戸籍証明書等の交付及び閲覧に係る手数料について所要の改正を行うもの。

専決処分の承認について（令和５年度津野町一般会計補正予算（第 10
号））
歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 2670 万円を増額し、歳入歳出予算をそれぞれ 75 億
5230 万円とする。

津野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
　地方自治法の一部改正に伴い、育児休業をしている職員の勤勉手当の支給について、会計年度任用
職員の除外規定を削除するために所要の改正を行うもの。

津野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について
　令和５年８月８日付けの人事院の国会及び内閣に対する職員の給与改定に関する勧告の趣旨に沿
って、会計年度任用職員の給料月額を改定し、新たに勤勉手当に関する項目を新設するために所要の
改正を行うもの。

津野町立学校給食センター設置及び管理運営に関する条例の一部を改正
する条例について
　精華小学校の閉校に伴い、葉山学校給食センターの対象から精華小学校を除くために所要の改正
を行うもの。

津野町社会体育施設の設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する
条例について
　精華小学校の閉校に伴い、精華体育館及び精華グラウンドを津野町社会体育施設として管理運営
するために所要の改正を行うもの。

津野町総合保健福祉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例に
ついて
　津野町総合保健福祉センター使用料に、津野町の住民基本台帳登録者の内、65歳以上の者及び身
体障害者手帳等所持者の料金設定を追加するために所要の改正を行うもの。

津野町子育て応援金条例の一部を改正する条例について
支給額の内、中学入学時の額を増額するために所要の改正を行うもの。

令和６年　第１回　定例議会 令和６年３月７日～３月14日

賛成討論（第５号）　大﨑　公孝
　65歳以上の高齢者や身体障害者等のりらく使用料金の低減を図るものであり、こうした政策により高齢者の一層
の利用促進を図り、健康長寿を目指し様々な効果をもたらすと期待する。また担当課にあってはこうした料金体系の
改正や利用時間の対応など、柔軟な対応がされており、大いに評価できるものであり賛成討論とする。

賛成討論（第６号）　大﨑　公孝
　中学生の制服が新たなデザインとなることから、従前の譲受などが出来ず保護者はより財政負担を強いられること
から、中学入学時の応援金の増額をするものである。本町の子育て支援策の充実を図る目的から議会において増額
を求めてきたものであり賛成討論とする。

可
決

議案

第1号

議案

第2号

議案

第3号

議案

第4号

議案

第5号

議案

第6号

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認

報告

第1号

報告

第2号

承認

第1

号

承認

第2

号

承認

第3

号

承
認

承
認
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津野町介護保険条例の一部を改正する条例について
　津野町介護保険事業計画等策定委員会で策定した、「高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業計画」に
基づき、令和６年度から令和８年度までの介護保険第１号被保険者の介護保険料について所要の改正を行う
もの。

津野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を
定める条例等の一部を改正する条例について
　厚生労働省から公布された「指定居宅サービス等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する
省令」に伴い、町が条例で定めている指定地域密着型サービス、指定地域密着型介護予防サービス、指定介護
予防支援等、指定居宅介護支援等の各種基準の改正を行うもの。

津野町魚族保護会設置条例の一部を改正する条例について
　令和６年３月31日をもって津野山広域事務組合が解散することから、保護会及び放流に係る経費並びに
財源について所要の改正を行うもの。

令和５年度津野町一般会計補正予算（第11号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１億 5680 万円を減額し、歳入歳出予算をそれぞれ 73 億

9550万円とする。

令和５年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ事業勘定 8071万１千円を増額し、直営診療施設勘定 821万

５千円を減額し、歳入歳出予算を事業勘定８億 4663万５千円、直営診療施設勘定１億 4391万３千円と

する。

令和５年度津野町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 900万円を減額し、歳入歳出予算をそれぞれ４億 5947万

５千円とする。

令和５年度津野町生活環境施設整備特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 1120 万円を減額し、歳入歳出予算をそれぞれ１億 1844

万５千円とする。

令和６年度津野町一般会計予算
歳入歳出それぞれ75億 3600万円と定める。

令和６年度津野町国民健康保険事業特別会計予算
歳入歳出それぞれ事業勘定７億8924万４千円、直営診療施設勘定１億4331万円と定める。

令和６年度津野町介護保険事業特別会計予算
歳入歳出それぞれ７億7281万円と定める。

令和６年度津野町後期高齢者医療特別会計予算
歳入歳出それぞれ１億1189万４千円と定める。

令和６年度津野町簡易水道事業会計予算
　収益的収入２億816万１千円、支出２億 55万円、資本的収入３億 1467万６千円、支出３億9802万

２千円と定める。

令和６年度津野町戸別合併処理浄化槽整備事業会計予算
　収益的収入１億355万４千円、支出１億 230万１千円、資本的収入3282万７千円、支出 5191万４千

円と定める。

津野町道の路線の廃止について
道路法第10条第１項の規定に基づき町道１路線を廃止するもの。

津野町道の路線の認定について
道路法第８条第２項の規定に基づき町道１路線を認定するもの。

津野町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　令和６年３月22日任期満了（委員の任期：４年）に伴い、津野町教育委員会委員の任命について議会の同

意を求めるもの。

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

議案

第10号

議案

第11号

議案
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可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

議案

第13号

議案

第14号

橋田　卓実氏
津野町力石
昭和34年生

教育委員会委員の任命
任期：令和６年３月23日から令和10年３月22日まで

議案

第8号

議案

第9号

議案

第15号

可
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第16号

可
決
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第17号

議案

第18号

議案

第19号

議案

第20号

議案

第21号

同
意

同意

第1号

たくみ

議案

第7号

可
決
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竹
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学
び
つ
つ
、
高
知
県
が

運
用
す
る
ア
プ
リ
活
用
を
広
め
る
。

農
業
ハ
ウ
ス
で
の
省
力
化
や
森
林

ク
ラ
ウ
ド
運
用
な
ど
一
部
が
で
き

て
い
る
。
今
後
は
特
に
東
京
農
業

大
学
と
の
連
携
を
活
か
し
地
形
的

に
厳
し
く
て
も
で
き
る
こ
と
を
探

し
て
い
き
た
い
。

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀

問
　
今
後
の
学
校
配
置
は

　
答
　
現
在
は
考
え
て
い
な
い

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

▼
新
制
度
の
創
設
も
…

一

般

質

問

デジタル化推進を

▶調査や連携をとって
竹村　博仁
たけむら　　ひろひと



令和６年５月１日発行津野町議会だより（９）

一

般

質

問

田
中

　
花
取
り
踊
り
が
国
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
白
石
地
区
保

存
会
の
歌
い
の
記
録
を
残
す
事
が

重
要
。
指
定
を
受
け
て
も
三
地
区
は

少
子
化
で
存
続
が
厳
し
い
状
況
だ
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

久
寿
教
育
長

　
国
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
ば
れ

た
が
、
大
切
に
し
て
い
く
。記
録
作

成
等
措
置
を
講
ず
べ
き
も
の
は
保

存
会
と
協
議
し
記
録
調
査
を
実
施

す
る
。
人
材
確
保
難
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
角
度
に
つ
い
て
支
援
し
た
い
。

田
中

　
能
登
半
島
地
震
で
多
く
の
課
題

が
判
明
。
南
海
地
震
の
イ
ン
フ
ラ
対

策
、
特
に
道
路
・
水
問
題
。
国
道
197

号
の
瀧
山
を
は
じ
め
県
道
等
も
土

砂
崩
れ
で
通
行
止
め
中
心
地
が
孤

立
。ま
た
、
水
道
は
断
水
と
な
る
が
、

井
戸
の
設
置
は
ど
う
か
。

池
田
町
長

　
能
登
で
は
、
今
ま
で
と
違
う
教

訓
を
得
た
。
国
道
197
号
の
瀧
山
は

県
が
調
査
し
て
、
今
後
の
強
靭
化

対
策
の
情
報
が
あ
る
。

　
水
道
施
設
は
簡
易
水
道
の
94
％

断
水
を
想
定
。
施
設
の
対
策
を
見

直
す
。
井
戸
に
つ
い
て
は
防
災
計

画
の
中
で
議
論
。

民
俗
文
化
継
承
を
問
う

▼
保
存
会
と
協
議
を
実
施

◀
春
日
神
社
で
毎
年
11
月
の
奉
納
舞
い

▲災害復旧中の瀧山の現場風景

南海地震対策見直しを南海地震対策見直しを
▶地域防災計画で議論

田 中 　 一 孝
たなか　　 かずたか



令和６年５月１日発行 津野町議会だより （10）

大 地 　 真 人
 おおち　　　まさと

一

般

質

問

大
地

　
定
住
に
つ
な
が
る
仕
事
の
確
保

に
対
す
る
施
策
、
保
井
川
団
地
の
空

き
地
の
有
効
利
用
法
は
。

池
田
町
長

　
仕
事
の
確
保
は
非
常
に
大
切
。

中
山
間
地
で
仕
事
を
生
み
出
す
の

は
一
番
難
し
い
テ
ー
マ
。県
、
そ
し

て
広
域
の
中
で
企
業
誘
致
は
当
然

取
り
組
む
。
町
内
企
業
も
若
者
を

呼
び
寄
せ
る
企
業
作
り
を
、
一
次

産
業
に
お
い
て
も
声
を
聞
き
な
が

ら
探
っ
て
い
く
。

107
戸
の
公
営
住
宅
が
あ
り
22
戸

が
空
室
。民
間
の
力
を
借
り
、
需
要

を
考
え
、
住
宅
施
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

大
地

　
多
く
の
住
民
が
防
災
訓
練
等
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
知
識
を
身
に

付
け
て
い
る
。
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
に
時
間
の
か
か
る
地
域
へ
の

設
置
は
。

大
坂
総
務
課
長

　
町
の
施
設
、
指
定
避
難
場
所
等

や
町
内
各
企
業
の
所
有
も
含
め
53

台
が
設
置
。

　
一
定
、
町
全
体
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
設
置
間

隔
の
空
い
て
い
る
所
は
自
動
車
で

８
分
程
度
か
か
る
。
使
用
実
績
や

配
置
の
適
正
を
総
合
的
に
判
断
し
、

追
加
や
設
置
場
所
の
変
更
等
検
討

し
た
い
。

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀

問
　
東
・
西
地
区
の
学
生
の

　
　
　
交
流
を

　
答
　
各
学
年
す
り
合
わ
せ
て

　
　
　
検
討
す
る

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

▼
声
を
聞
き
な
が
ら
探
っ
て
い
く

AEDの設置状況は
▶総合的に判断し検討

AEDの設置状況は
▶総合的に判断し検討

▶
保
井
川
団
地
の
空
き
地



川
上

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

全
額
公
費
に
よ
る
接
種
が
終
了
。
入

院
補
助
も
廃
止
と
な
る
と
負
担
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
定
期
接
種
方
法

は
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
引
き
続
き

支
援
が
必
要
で
は
。

片
岡
健
康
福
祉
課
長

　
令
和
６
年
秋
か
ら
定
期
接
種
を

開
始
予
定
。Ｂ
類
疾
病
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
肺
炎
ワ
ク
チ
ン
同
様
に
各

自
が
医
療
機
関
で
の
接
種
を
想
定

し
て
い
る
。

　
価
格
単
価
確
定
後
、
負
担
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

川
上

　
内
閣
府
の
調
査
で
は
妊
娠
・
出

産
は
、
子
育
て
の
経
済
的
負
担
の
第

３
位
。
本
町
で
も
遠
方
ま
で
の
通
院

は
妊
産
婦
に
と
っ
て
も
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
通
院
費
の
助
成

を
。

池
田
町
長

　
少
子
化
対
策
の
中
で
安
心
し
て

出
産
で
き
る
環
境
は
非
常
に
重
要
。

現
在
分
娩
可
能
施
設
は
10
施
設
と

減
少
し
、
高
知
市
ま
で
の
通
院
は

妊
婦
に
と
っ
て
負
担
。
安
心
し
て

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
提
供
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

年
度
早
急
に
制
度
を
立
ち
上
げ
た

い
。

患
者
の
負
担
増
は
切
実
！

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
支
援
継
続
を

　
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

安心してお産可能な環境を安心してお産可能な環境を
▶妊産婦の通院支援制度を立ち上げたい

令和６年５月１日発行津野町議会だより（11）

一

般

質

問

川 上 　 智 子
かわかみ　　  ともこ

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀

問
　
防
災
士
資
格
取
得
支
援
を

　
答
　
検
討
す
る

問
　
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
計
画
は

　
答
　
９
年
度
開
始
に
向
け
て
進

　
　
　
め
た
い



令和６年５月１日発行 津野町議会だより （12）

お
気
に
入
り

お気に入り
どんなお気に入りがあるでしょうか？

　吉田拓郎に憧れ始めた音楽歴約 50 年その関

係で酒蔵ホールが気に入っています。音響がす

ばらしい。

中山 泉
なかやま   いずみ

　医療・教育・若い世代への住宅支援が充実し、安心

して子育てできるので居住地に選んで良かった。

　家族で遊べる北川川が大好き。子どもが習い

始めた神楽などの文化や、自然が多いこの町が

お気に入り。

又川 孝寛・弥栄子・琥太朗
またがわ    たかひろ　　   や　え　こ　　　    こたろう

　時間に縛られずのんびり過ごせる。山も川も

綺麗。特に星空は最高 !! 人との繋がりが濃く人

情に溢れている。

谷添 裕二・美佐
たにぞえ     ゆうじ　　　 み　さ

藤澤 俊也・絹代
ふじさわ     としや　　  　きぬよ

　家庭菜園で消費しきれない野菜を、ふるさ

とセンターに出荷できるシステムをとても気

に入っています。

福本 洋海・由佳里・成人・優人・拓人・柊花・愛犬ハチ
ふくもと    ひろうみ　　 　 ゆ  か　り　　　 なると　　　 ゆうと　　　   たくと　　      ひ  な



令和６年５月１日発行津野町議会だより（13）

お
気
に
入
り

津野町の
津野町のお気に入りを議員が取材しました。

　津野町はプールがあり羨ましいと町外の知人

が良く言う。火曜開館も嬉しく私達はいつも利

用しています。

竹村 美津子・片岡 とし枝
たけむら　   み　つ　こ　　　かたおか　　　　　  え

　私は理容師となり 31 歳で帰郷。田舎生活は

物足りなさはあるが、日々のどかな暮らしが

一番のお気に入りだ。

　家族と新土居の川原でバーベキューや泳いだ

りできる豊かな自然。地域の方に親切にされ感

謝しています。

岩﨑 秀雄 ・ 沙織・柚芽奈・梨來奈
いわさき     ひでお　　   　 さおり　　    ゆ　め　な　　   　り　く　な

　かわうそ公園と里楽によく行きます。さくら

も花火も見えるおうちの場所がお気にいりで

す。

高橋 柚香・陽仁
たかはし     ゆずか　　   はるひと

市川 歩惟
いちかわ     あ　い

　四季折々姿を変える天狗高原の景色や夏の

煌めく川が大好きです♡子どもの喘息も良く

なりました！

高橋 望
たかはし    のぞみ

( 須崎市出身 ) （愛媛県出身）

 （大阪府出身）



令和６年５月１日発行 津野町議会だより （14）

委
員
会
報
告

新
本
庁
舎
建
設
工
事
現
場
な
ど
を
調
査 (

２
月
８
日)

総
務
常
任
委
員
会
報
告

町
内
工
事
現
場
を
調
査 (

２
月
８
日)

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　
役
場
新
本
庁
舎
建
設
工
事
現
場

な
ど
町
内
４
カ
所
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
新
本
庁
舎
は
本
年
12
月
に
本
体

工
事
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。ま
た
、
工

事
の
安
全
に
も
配
慮
で
き
て
お
り

担
当
課
及
び
請
負
業
者
の
努
力
が

伺
え
た
。

　
令
和
５
年
度
発
注
の
町
内
７
カ

所
の
現
状
お
よ
び
進
捗
状
況
等
を

担
当
課
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
確

認
し
た
。

　
各
現
場
に
つ
い
て
は
順
調
に
進

捗
、
完
成
し
て
お
り
、
担
当
課
職
員

日
頃
か
ら
の
努
力
、
請
負
業
者
へ

の
指
導
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。



令和６年５月１日発行津野町議会だより（15）

読
者
ク
イ
ズ

１．新コーナーは「津野町の①◌◌◌◌」
２．救急隊が②◌◌◌◌するまでに時間のかかる地域への設置は。
３．仕事の創出や魅力ある◌◌◌◌◌◌◌③を。
４．人材育成は地域一帯を④◌◌◌◌の場として推進。
５．地域で安心して暮らすために高齢者でも◌◌◌◌◌◌◌◌⑤、取り組んでいこうと思います。

答えは

今月号の中

にあるよ

　前回の答えは「シクラメン」でした。

厳正な抽選の結果、右記の５人が当選

されました。おめでとうございます。

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
高
齢
者
で
も
で

き
る
こ
と
を
み
つ
け
、取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は

道
路
の
寸
断
な
ど
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
が
、

生
活
道
の
整
備
は
大
事

な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

お寄せいただいた
感想・ご意見の一部紹介

▲当選者プレゼント

当選者

　官製はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答え(5文字)、感想など一言を

ご記入のうえ、５月末までに議会事務局までご応募下さい。正解者の中から抽選で５名

にプレゼントをお送りいたします。なお、当選者は次号にて発表いたします。どしどし

ご応募下さい。

　残念ながら今回当選されなかった方も、またチャレンジしてね！

在
の
立
場
と
な
っ
て
い
る
。当
初

予
算
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
議

案
に
お
い
て
も
、
執
行
部
か
ら
の

説
明
等
に
、
少
し
で
も
納
得
の
い

か
な
い
事
、
疑
問
に
思
う
事
が
あ

れ
ば
執
行
部
に
質
す
べ
き
だ
と

思
う
。

　
令
和
６
年
最
初
の
定
例
会
と

い
う
こ
と
も
あ
り
傍
聴
人
も
少

し
は
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
が
私
１
人
。マ
ス
コ
ミ
席
も

偏
向
報
道
？
が
多
々
見
ら
れ
る

よ
う
に
感
じ
る
地
元
新
聞
も
他

の
町
村
へ
出
向
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
姿
が
見
え
な
い
。ま
こ

と
に
残
念
。今
後
こ
の
よ
う
な
状

態
が
続
け
ば
、
議
会
事
務
局
か
ら

の
傍
聴
を
促
す
放
送
を
空
し
く

感
じ
る
の
で
は
と
思
い
つ
つ
、
傍

聴
席
を
後
に
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
執
行

部
の
方
々
、
議
員
さ
ん
に
苦
言
を

一
口
。両
者
と
も
全
員
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
声
が
小
さ
い
よ
う
に

思
う
。両
者
の
席
に
は
マ
イ
ク
も

備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り

利
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。傍

聴
席
か
ら
は
質
問
も
答
弁
も
聞

こ
え
に
く
か
っ
た
こ
と
を
申
し

添
え
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別

委
員
会
の
某
委
員
か
ら
傍
聴
記

を
依
頼
さ
れ
「
す
き
な
よ
う
に
書

い
て
か
ま
ん
け
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
の
で
、
す
き
な
よ
う
に
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
し
か

ら
ず
。

　
　
　

  （
栗
の
木　
大
﨑
文
彦
）

　
定
例
議
会
の
傍
聴
を
促
す
、
町

議
会
事
務
局
か
ら
の
放
送
を
聞

き
３
月
14
日
、
令
和
６
年
最
初
の

町
議
会
（
議
案
審
議
）
を
傍
聴
さ

せ
て
頂
い
た
。開
始
時
刻
の
少
し

前
、
議
場
に
入
り
傍
聴
席
の
固
い

椅
子
に
座
る
。町
長
以
下
執
行
部

の
方
々
は
す
で
に
所
定
の
席
に

着
席
を
し
て
い
る
。や
や
緊
張
し

て
い
る
よ
う
な
表
情
が
う
か
が

え
る
。当
初
予
算
で
の
議
案
審
議

と
も
な
れ
ば
、
当
然
で
あ
ろ
う
。

少
し
間
を
お
い
て
議
員
が
入
室
。

着
席
後
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
る
。

　
議
案
は
全
部
で
24
号
あ
っ
た

が
、
全
て
の
議
案
、
実
に
ス
ビ
ー

デ
ィ
ー
に
進
行
、
可
決
と
な
り
９

時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
議
会
も

午
前
中
で
終
了
と
な
っ
た
。各
議

案
に
対
し
、
執
行
部
と
議
会
の
間

で
充
分
な
意
思
の
疎
通
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
い
え

な
く
も
な
い
が
、
私
が
最
も
期
待

し
た
当
初
予
算
の
審
議
に
際
し
、

議
員
か
ら
の
手
厳
し
い
質
問
や

質
問
に
対
し
て
町
執
行
部
の
テ

キ
パ
キ
と
し
た
答
弁
が
あ
っ
た

と
は
言
い
難
く
、
い
さ
さ
か
拍
子

抜
け
の
感
も
あ
っ
た
。執
行
部
と

議
会
が
良
好
な
関
係
で
町
政
を

進
め
る
こ
と
は
、
町
民
に
と
っ
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
議
員
さ
ん
か
ら
見
れ
ば
、
一
傍

聴
人
が
「
え
ら
そ
う
に
、
て
い
よ

う
言
う
な
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
議
員
は
、
多
く
の
有

権
者
の
支
持
を
得
て
当
選
し
、
現

議
会
傍
聴
記

赤　木

芳生野甲

三間川

久保川

高知市

川﨑 倫央 様

村田 好恵 様

川村 絹代 様

笹岡 邦子 様

西崎 直子 様
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キ
　
ラ
　
リ
　

キ
　
ラ
　
リ
　

編
集
後
記

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

そ
し
て
埼
玉
県
寄
居
町
へ
の
視
察
研
修
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
今
ま
で
よ
り
も
読
者
の
方
に
よ
り
分
か
り
や

す
く
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
広
報
誌
に

す
る
為
に
は
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
一
般
質
問

の
文
字
数
を
大
幅
に
削
減
し
読
み
や
す
く
、
そ
し

て
議
員
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

取
材
に
伺
い
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
﹃
津
野
町
の
お
気
に
入
り
﹄
と
い
う
テ

ー
マ
で
す
。
ち
な
み
に
私
の
お
気
に
入
り
は
不
入

渓
谷
で
す
。
紅
葉
の
時
期
な
ど
ぜ
ひ
皆
様
も
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
く
、
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
る
紙
面
作
り
を
心
が
け
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
文
責
　
大
地
真
人
︶

　
　
︻
議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別
委
員
会
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
委 

員 

長
　
大
地
　
真
人

　
　
　
　
　
　
　  

副
委
員
長
　
竹
村
　
博
仁

　
　
　
　
　
　
　   

委
　  

員
　
大
﨑
　
芳
章

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
中
山
　
昭
英

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
高
橋
　
眞
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
川
上
　
智
子

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
読
後
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
７
８
５‐

０
２
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
津
野
町
永
野
四
七
一‐

一
　

　
　
　
　
　
　
　
　
津
野
町
役
場
議
会
事
務
局

今
回
は
、
80
代
パ
ワ
ー
で
新
土
居
に
て
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
お
二
人
を
訪
ね
ま
し
た
。

………………

まつお

松尾　つたさん

(新土居)

　7〜8年前から

始めました

　家に卓球台があり、数十

年前からやっています

三本　文子さん

（三間川）

みもと　　 ふみこ

………………

練習は、火・木・土の 13 時から新土居体育館で行っています

　ウォーキングをずっと

続けられるように元気で

卓球を続けたいです。

　みんなが大声でワイワ

イするのが楽しいです。

あっという間に時間が過

ぎます。


